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保育所における与薬の取り扱いについて 

 

＜保育所保育指針より＞ 
 第 5 章 健康及び安全 
  1．子どもの健康支援 
  （３）疾病等への対応 

 ア 保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、その子どもの状態等に応じて、

保護者に連絡するとともに、適宜、嘱託医や子どものかかりつけ医等と相談し、適

切な処置を行うこと。看護師等が配置されている場合には、その専門性を生かした

対応を図ること。 

イ （略） 

ウ 子どもの疾病等の事態に備え、医務室等の環境を整え、救急用の薬品、材料等

を常備し、適切な管理の下に全職員が対応できるようにしておくこと。 

 
（保育所保育指針解説書より抜粋） 
 ④与薬への留意点 

保育所において薬を与える場合は、医師の指示に基づいた薬に限定します。その際

には、保護者に医師名、薬の種類、内服方法等を具体的に記載した与薬依頼票を持参

してもらいます。 

○保護者から預かった薬については、他の子どもが誤って内服することのないように

施錠のできる場所に保管するなど、管理を徹底しなければなりません。 

○与薬に当たっては、複数の保育士等で、重複与薬、人違い、与薬量の誤認、与薬忘

れ等がないよう確認します。 

○座薬を使用する場合には、かかりつけ医の具体的な指示書に基づき、慎重に取り扱

う必要があります。 

 
 


